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卒業生を送るにあた って

この 春 め で た く医 学 十 ・看 護 学 十 の 学 位 を 取 得 さ

れ る 医 学 科 第27期 生101名 な ら び に 看 護 学 科 第6期

生71名 の 皆 さ ん に 心 か ら お 祝 い 申 しEげ ま す 。

ま た 皆 さん は 旭 川 医 科 人学 が 国1/:人 学 法 人 に な 一・

て 、 初 め て の 卒 業 生 で あ り、 我 々教 職 員 に と っ て も

a卜常 に 感 慨 深 い も の が あ り ま す 。

医 学 科 で は6年 、 石護 学 科 で は1年 の 問 、 学 業 や

課 外 活 動 に 励 み 、 知 識 、 技 術 、 倫 理 観 そ れ に 人間 関

係 の ノく切 さな ど を 充 分 に 学 ば れ る と 共 に 多 くの 思 い

川 も作 られ た こ とて し ょ う⑪ こ れ か ら は 今 ま で に 得

ら れ た あ ら ゆ る 出 柄 を 活 用 し て 、 社 会 に 貞献 さ れ る

こ と を 期 待 し て い ま す 。

さて 、 こ こ 数fト は 医 学 ・看護 学 教 育 の 世 界の 変 革

が 激 し く、 皆 様 ノ∫に も 色 々 な 影 響 が あ り よLた 。

1つミ"}ζ:不十(ノ堵午さ 、紀1よ絢1ゾノ1」ヨじユ=1ノ 、カ・ス ク・一ト しr二1

に 人学 され 、[ll・期 体 験 実 習 や チ ュ ー ト リ ア1し 教 育 が

初 め て'夏 施 さ れ ま し た 、,ま た クi)ニ カ ル ・ク ラ ー ク

シ ・ズ/制 に 、kる躊llll床実 習 や 僻 」也医 療 実 習 も始 、ゾ)て実

施 さ れ 皮 した 、,

人学:1二し て は 新1い 教 育 方 法 へ 情 熱 を 持 ・て 挑 戦

Lて 、マた'・{)り て ・1か、 た γ:と学 生 収 ノ∫・ノ)下慣 れ か

ら 、 戸 惑 い や1;満 も%か 一・た の で は な い か と心 配 し

(い1ミ し た,,卒1賃 後 はlr1年 か ら 始r:・ た 臨 床 側 修 制

度 に 川 り、 研 修 を 始 め ら れ る こ しに な の ま す 。 二〔ノ)

制 度{,2年 目 に べ り 、 色 々な 情 報 が 得 ら れ て 、 落 ら

TIい てkす応 で さ た め で は な い か と思 いr.,_(1こ れ か

らは そ れ ぞ れ の 研 修1丙院 で 臨 床 研 修 の 実 が あ が る こ

と を 願,て い 主 眠,∫r一の 後 の 後 期 研 修 に 関 す る 当大

学二の 魅 川 杓 な ゾ ロ7=テ ノ、を 現 在 検 討 中 て ず4)で 、 近

を公 夫1た い と 考 え て い 圭`づ㌔

石護 学:科(ハ 皆 さ ん1よ 新 カ リ キ ュ ラム 導 ぺ後2f「 目

に 人学 さ れ 、 こ ・ノ庶 か ら授 業 に 対 す る 学 生 の 授 業 評

価 が 導 人 さ れ る な と の 教 育 改 革 が あ り ま1た.

こ4)上 う な 医 学 ・看 護 学 教 育 の 変 革 が 求 、め ら れ る

背 景 に は 医 療 の 世 界 の 激Lい 変 化 と 社 会 か らの 様 々

な 要 求 が あ る た め て す 。

旭川医科大学長 八 竹
▲

(

白

す な わ ら 目 ま ぐ る し い 医 学 の 進 歩 に よ っ て 、 色 々

な 高 度 先 進 医 療 が 話 題 に な る 一 ノ∫、 不 幸 な 医 療 事 故

の 話 題 も 多 数 報 じ ら れ て い ま す 、,そ の た め 、 こ れ ら

の 高 度 先 進 医 療 を埋 解 し、 さ ら に 発 展 さ せ る 高 度 な

嚇 門 教 育 が 求 め ら れ る 一 方 、 社 会 は 「あ りふ れ た 疾

患 を き ちん と診 断 ・治 療 し、 緊 急 事 熊 に 対 処 で き る

医 師 」 を 求 め て い る か ら に 他 な り ま せ ん 。 ま た 石 護

体 制 も 人 き く変 化 し つ つ あ り、 よ り1高い レベ ル の 医

療 と、 そ れ に 伴 う 高 い レベ ル の ケ ア が 求 め ら れ て い

ま す 。 現 在 の 医 学 の 進 歩 を 理 解 しつ つ 、 そ れ に 合 っ

た 石 護 導 門 職 と し て 、 常 に 高 水 嘱1の 質 を 備 え 持 つ こ

とが 要 求 さ れ て い ます 。

い ず れ にLまLて も 、 こ の 春 か ら 皆 さ ん は 社 会 の

中 で 、 医 療 に 携 わ る こ と に な り ま す り 非 常 に 多 くの

知 識 や 人 間 関 係 な ど を 大学 生 活 で 学 び ま し た が 、 現

実 の 医 療 現 場 で は 戸 惑 い も 多 い こ と だ ろ う と思 い 皮

す 、,そ の 、kうな 時 に は 、 あ な た 方 が こ の たY:に 入 学

し た 当 時 の 気 拮 ら を1と!い 出 して くだ さ い 。 面 接 試 験

で 、 皆 さ ん 方 は 異li同 音 に 「病 ん で 呂二〔 ん で い る 方

4){…斐茜こ嵐ンニ亡)云二し・カ・」㍉医4式匠1職をllす 旨Lオ ニ㍉・1乏ニ11才)才l

IたQそ の 気 持 らは 今 も 持Ll続 け て い る と伯 し て

い ま す か 、 今 後 は さ ら に 人(人 間)を 好 き に な り、

f,＼・人間}を 愛L、 ぺ(ノ ＼問)1切 に'・1一る こ とか

最 も 屯 要 だ と い う 二 と に 思 い た致[て い た だ き た い

(」)て一」-oヒ か く 若 い 内 は り丙気 び)診 【新 ・イ台拷右}ミた1よ 石

護 の ノ/f去な ヒに 日 を 向 けrが ち に な り 上す 、,病 入 で 苫

Lん で い る の は 人 そ の もの ろ=の た と い う こ 、トを 常 に

忘 れ ず に 医 療 に 精 進 し て くた さ る こ と を 期 待L一 て い

蚕す 、,

さ 一ぐ、 先`よ と 皐りjzt三一こ二支 しノニ、hう1こ、/》[1!」`ノ)'亀}乏f・レニ百己

授 与 式 は 国 立 大学 法 人 旭 川 医 科 大 学 とLて 始 め て の

も の で あ り 、 式 次 第 も一 新Lま1一 た 、,こ の 学 位 記 授

与 式 が 良 い 思 い 出 に な る こ と を 祈 ・、て い 上す 、,

卒 業{L`ノ)皆 さ ん の 今後 ま す ま す の こ 健 母芝と ご 発 展 を

心 か ら 祈 念 し て い ま す 。



第27期 生 を送 るにあ た って

医学科第27期 生のみな さん、御 卒業おめで とうご

ざい ます。第5学 年 と第fi学 年の学年担 当 として、

皆 さん と苦楽 を共に して きた仲間 として、心か らお

祝いの 昌藁 を申し トげ 衷す。

皆 さん も、この6年 間に医学の勉強のみな らず、

それ ぞれ得 られた ものは 数 多 くあ る こ とと思 いま

す。 友情のすば らしさや、医学探求の 奥深 さ、臨床

医学 の難 しさな とな と、 自分の心に響 くような、素

晴 らしい収穫が得 られたこ とと思い ます。 この経験

をバネに して新 しい研修の場で活躍 していただ きた

い とお もいます。

医学 カ リキ コラムの改 革によ り、1[カ リキ.ガ ラム

と新カ リキ ュ'/ム が混 在す る、不可思議 な グラスを

担'1/し ました。 しか も新 カ リキ ュラムに よる関連病

院研修が 多か・・たため か、殆 ど一同に会する機 会が

なかった ことも、担任 としての 中:要な責務 がi'分 に

で きるか どうか心配 しなが らの2年 間を過 ご しま し

た。 しか し、携帯 電話 のE-mailの 利 便性 には、感

心 させ られ 虫Lた 、,殆どの場 合、確実 に企 員の携帯

に メー一/レカ～斤碍くこ とカ～才,カ・り、で本調(ノ)糸佳ヨ寺や、巾犬三

るみの 予防法、休暇時の勉強法な ど、 など、 自分の

r供 が陥 りやす いような ことを思 い出Lて 、先取 り

して連絡 ろ'させて いただ きました。特 に、追試 を受

け ることになった数 名の仲間 とは、何回 も面談Lて

問題の解決法 を共に考 え、激励 するこ とによ り、実

際の追試 では 下可能 存可能 にするよ うな頑張 りを 見

せて くれたこ とが、 とて もいい思 い出です,,昨 年度

か ら始まった、新 しい 卒後臨床研修制度 では、皆 さ

んはマ ・ゾプングの結 果な ど、心配す ることが 多か っ

た ことと思 います。 しか し今年度は、母校の旭 川医

医学科第6学年担当 田 中 達 也

科 人学 には、約20%の 人しか残 って くれない ことが

わか り、 とて も悲 しい気持 らです。 も とよ り、隣 の

芝生 は美 しく見える ものですが、将来は母校にぜひ

帰 って きていただ きたい と思い ます。 母校以外で卒

後臨床研修 を受け る皆 さん も、旭川医科大学 で学 ん

だこ とを誇 りに思 い、新 しい環境で、実力を十=分

に発揮 して いただ きたい と思い ます。 医療 は個 人プ

レー でで きる ものではな く、医療 スタ・ゾノとコ メデ

でカルの協 力 と信頼関係の上 に成 り立 らます。学生

時代 は、 自分の世 界で 自山に通 川 した こ とが 多かっ

た と思 いますが、医師免言ノ1を取 碍 し.たとたんに、患

者さん を治療す る責任ある立場 に 立た され るわけで

す。患 者さん側か ら見る と、経験 豊かな医師 とあな

たた ちは同様に しか 見えないの で、 一一人前の医師 と

してあなたたちに助 けを求める ことにな ります,,た

くさんの患 者 さんの 治療 に携 わ る こ とにな ります

が、 この6年 間で得 られた有形無形の収穫 を 人切に

して、 さらに新 たな知識 と経験の習得 を 一生続けて

くだ さい。 また、皆 さんの懐 かLい 母校であ り、臨

床お よび基礎研究 を国内や世界に発信 してい る旭川

医科 大学 を さらに発展 さそ±よう と思 う人は、後期 卒

後臨 床研修や博L号 取得のための 基礎 および臨床研

究には必 ず旭 川に帰 って きて いただけ るもの と確信

Lて い ます、,母校 は、あ なたた ら卒 業生 をいつで も

暖 か く迎 えて くれ ます、,

最f妾に、 卒業(ノ)はな～なけ一(わ言幽葉 呑・貝曽りますVl人

切な ことは、大志 を抱 き、それ を成Lと げる技能 と

忍耐 を持 つ というこ とであ る。1ケ_,一 。

(脳神経外科学 講1・卜 教授)
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看護学科第6期 生の卒業を祝う

第6期 生 の 皆 さ λ,ご 卒 業 お め で と う ご ざ い ま す 。

こ れ ま で の 大学 生 活 を 振 り返 り,感 無 景 の こ と と思

い ま す 。

学 年 担'1/と 申Lて も,高 校 皮 で の よ う な ホ ー ム

1レ ーム の 時 間 は 無 い の で,毎 日決 ま っ た 時 間 に 皆 さ

ん と顔 を 会 わ せ た わ け で は あ り ま せん が,第1学fF

の 「公 衆 衛 生 論1と 「健 康 教 育 論 」,第3学 イ1の

「看謹 研 究1,第1学 年 の1卒 業 研 究 」 と い っ た 科

目の ほ か,人 に よ'・て は,廊 下 で 小11兵 衛 に もな

り 皮 し た 。

さて,こ こ2・3イ1、 学 会 で 本 学 科 の 卒 業 生 とrll:

会 で き る よ う に な り,と て も う れ し く思 っ て い ま す 。

こ とに 昨 年 は,1月 にf呆倒竺自巾と し て 便力ぎ女台y)た 卒 業

ノL、L二71j、L二11ナ」4、二・{、会 ノこ§ミLr二 、、{:予、ざ/し、ヒ4よ,L・ ダ)

1呼会 て7き る て3Ll二 ・うカ・o

こ れ か らの 職 場 て,看li些 職 と し て の 力 量 を 期 待1＼

れ るの は 当 然 で すL,史 に 研 究 や 問 題 解 決 の わ 吊'も

期 待 さ れ る でLtう 。皆 さん は,fで の1年 間 で,

看。燵学 の 各科riの`11'習 と 並flLて,情 撮 系 の 科 目 と

研 究 系 の 科rlを 学 習 し,さ ら に 陪卜二業 研 究 」 で 研 究

`ノ)訓1由i・'だ施 ・分 十ハ ・原 程行執 へ在 ・一〆レセ ン ヴ ・一ン ー1

ン と い う 一連4)プ ロ.4v'/を 自 ら 体 験1ま/た 。 こ れ

らの 期 待 に 応 え るi台 は 出 来 て い る は ず で す 。 もt,

う ん,こ の 後 も 研 鎖 を 積 ん で い く こ し二は 必 要 て す が,,

皆 さ ん は'τ ア の 現 場 で,1な ぜ だ ろ う?1も ・・と

こ うLた ら改 善 で き る4)で は?」 と い っ たllesearch

QuestiOllのq{に 気 付 く で し ょ う 。 そ の 牙 を

ResearchQuesti〔,11と し て 明 確 に し,他 者 に 理 解L

て も ら え る か た らに す る に は,知 識 と ス キ ル が 必 要

で す が,そ の 一正台 は 学 ん で きた は ず で す 、 思 い 出 し

て み ま し ょ う 。

ResearchQllesti{}n(ノ)芽 に 気/・」'くの は,何 か 質 的

に 違 う と い う 印 象 か ら か も し れ ま せ ん 。 そ の 時 に

「あ な た が そ う 思 っ て い る だ け でLよ う」 と 一蹴 さ

看護学科第4学年担当 望 月 吉 勝

れ な い た め に は,そ の 事 柄 を客 観 的 に 示 さな け れ ば

な り ま せ ん 。 だ が,そ れ は 一 足 飛 び に で き る こ と で

は あ り ま せ ん 。客 観 化 す る トレ ー ニ ン グが 必 要 で す 。

そ の た め の ス ゲ ッヲ とLて,数 昂:的ア プ[一 チ,特

に 質 問 紙 を 用 い たfu研 究 が 適1て い る と 思 い ま

す 。 質 間 紙 調 杏 で 得 た デ ー7を 他 高に 理 解Lて も ら

え る よ う に,グ う フ や 表 に 小 し,史 に 文 ド『1:化す る わ

るナで す國、、

,ξ(ノ)1際1こqdLn'解村fソ 『7ト1よ1」:ノ)な・ソー ノレ冒('・ダリfail

え ば,関 東 び)或 る 大 学 で は,1年 生 がJMPと い う

統 計 解 析 ソ フ トを 電 卓 の よ う に 使 っ て,'「 年 ほ と で

デ ・一㌘の ゲ こラフ 化 や 演 算 結 果 にJ,い 甲(レ ポ ・一トを

r±
riく とい う授 業 を して い て,レ ポ ・一ト」)実f列付'き(ノ)

教 科 書 が 川 版 さ れ て い る くら い で す 、、 と は い え,こ

うLた 専 用 ソ フ トは 或 る 程 度 高 価 で あ 臣),皆 ざん か

情 報 処 理 実 習 室 て 使 コ て い たSPSSか 職 場 に あ る 、ヒ

1よか ぎ り ま せ ん ∩+1一バ でベ ル ・ソ、トラ ・テ ジー一 、レ し て

は,表 計 算 ソ ワ トでr際 よ ・くこ なi士 る こ と を 見せ て

う・ら,[研 究 だ け で な く,裳 務 に も 使 え 「狂す1、1と

ｺr,;を ノrLて(?),申 用 ソ7ト を11哉場 に 買 一♪て1ち ら

い まLよ う。

た1:%L,3年 目研 修 と い ・た か た 仁・て,1非 究 発 表

を 担iす る ヂ ギ ン ス が1董≦_,て くる で[1う 。そLて,

レンtな 早 一 ∵に1, .う か,ど う進 めkう か1レ,迷 う

ニ ヒ も、、ケ～ノ～『Cl上 う、,メξ二σ)lt,r6よ,冠1:rズ ー一ノレ}二呂侭f・1'

ソ ァ イ1Lと い う 之明 の 利 器 を 使 一,て相li炎し て くだ さ

/・り し・才,dよ,Fノア』ノタr髄一与一←ノノし「)牛与リ砥f†之ヤ雫(『すり

卒 業 はGOalで は な く,新 た なStanで す 。 人 学 の

年 に 贈 っ たiiを も う ・度 。

"ARSLONGA
,VITABREVIS."医 術 は 深 淵 に

し一て,こ れ を 極 め る に は 時i川 が か か る,だ か ら倦 ま

ず 弛 ま ず 努 力 が 左 切。

(看 護 学 講 座 教 授)
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覇 …カサ演擁 夢ム初嘩度

医学科第27期卒業生 林 智 志

我 々27期 か ら旭川 医大の カ リキ

ュラムは大 き く変 わ った。 チ ュー

トリアル が導 入 され、 そ れまでの

学年 に比べ て大幅 に講 義時 間が減

った。1コ マの講義時間 も100分 か

ら60分 にな った。授 業 内容 も以前

と異 な るの で、 テス トの時 も先輩

からの情報をあてにできないことが多 くあった。先

が見えないのである。しかし、私は先が見えない と

いうことがかえってよかったように思う。先輩か ら

の情報がない分、自分たちでどうするか考えていか

なければならず、テスト対策にしても自分たちでや

っていくほうが勉強になるからである。カリキュラ

ムが変わるということは、それまでのカリキュラム

を見直 して悪かった部分が改正される可能性 も高

い。改正されて良いものになればそれを受ける我々

はその利益を受けることができる。

また、チュー トリアルの導入はそれまでの受動型

の学習方法から能動型のものに変わるという意味で

非常に良かったと思う。 自ら勉強 したものはすぐ忘

れてしまわず記憶に残るものであるし、我々は医者

になってからも生涯学習し続けなければならないの

で、自ら学ぶ姿勢を早い時期に身につけておくこと

は非常に大事なことだからである。臨床実習でも内

科や外科であれば、1か 月という比較的長い期間に

わた り実習に参加し診療チームの ・員 として学習す

るというクリニカルクラークシップが導入され、こ

れも自ら学習する姿勢を身につけるのに非常に良か

ったと思う。

しかしこのカリキュラム改正が本当に良かったか

どうかは我 々が今後出す結果にかかって くる。それ

は国家試験の合格率などではなく、我々が医者 とし

て働 き始めてから良い医療を提供できるかである。

卒業後、我 々はそれぞれが決めた病院で働 くためそ

れを評価する方法はないが、我々一人一人がそのこ

とを自覚して立派な成果を出していきたいものであ

る。
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lil;1・iiiii…!liili;:ii…J°'!1:i瞬1鋸業 健 あ た つ で

医学科第27期卒業生 吉 田 充 彦

平成10年4月 、僕は現役 ・1浪

と2度 の医学部受験に失敗 し、他

大学の構内を歩いていた。「あれだ

け頑張 ってダメだったのだから仕

方ない」 と自分に言い聞かせ…。

新たな道を歩 もうと模索 してい

た6月 のある口、大学構内で、そ

の大学の医学部に進学 した予備校

時代の知人に偶 然出会 った。彼は僕 に 「あれ?ど う

して ここにい るの?」 と言 って きた。 「理工学 部 に

入ったんだ よね」 と答 えた。 す ると彼 は 「へ え～、

頑張 ってね」 とだけ言 って別れた。彼 は恐 らく普通

に"頑 張 って"と 言 ったのだ とは思 うが、僕 はその

瞬 間、何 だか凄 く"負 けた"気 が した。 「何 で一生

懸 命勉強 して入学 した大学 ・学部なのに、彼の一言

で"負 けた"気 が したのだ ろう」 と考えた。 そして

僕 の心 の中に、まだ、「この学部 で はな く、医学部

に行 って 自分の夢 を果た したい」「もしこのまま卒

業したら、医学部に行けなかった事を一生後悔する

のではないだろうか」 と言 う気持ちがある事を強 く

感じた。そこで両親にもう一度だけ受験をさせて欲

しいと頼み、再び受験勉強をする事 となった。

そして平成11年4月 、旭川医科大学に入学した。

旭川医大は現役生 も多いが、浪人生や再受験生 もた

くさんいる。年齢 ・経歴のばらばらな、様々な考え

方 ・生き方を持った、この同級生の中で6年 間過ご

してきて、とても多 くの刺激を受け楽 しかった。彼

らに出会えて本当に良かったと思 う。

また、主に部活を通 して先輩や後輩 と接 してい く

中で、人間的に大 きく成長させてもらった と感 じて

いる。多 くの事(人 間関係や上下関係など)を 先輩

から学んだが、それを後輩に伝えていくのは難しく、

教えが過度になってしまった事もある。失敗の都度、

僕は反省し成長させられていった。この学校での経

験を、今後出会うであろう多くの人達 との関係に活

か して行きたいと思う。

最後に、僕の再受験を許 して くれた両親をはじめ、

支えて下 さった多 くの方 々にこの場を借 りて感謝を

したい。あ りがとうごさいました。

ここからがスター トなので、"頑 張 り"ま す。
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醐醸 偽甕:鋤

医学科第27期卒業生 ハ リラ テ ィー バ リザ ー

副み聯 編

私はマレーシアから来た留学生

で、 日本に来て、約6年 間が経っ

た。6年 間は意外と短い感 じがし、

気が付 くと卒業式の近 くである。

入学 したばか りの頃、授業やチ

ュー トリアルで使われていた 日本

語の難 しさは感 じた。チ ューター

や友達の相談に とても追いつけな

い日々があった。先生達、先輩や友達 と協力し、み

んなと勉強する日々が始まった。その時の一番大 き

い支えとなったのは一、二年生時にお世話になった

生物の上口先生だった。

恥ずかしい話だが、一、二年生に死んだマウスの

解剖しかほとんど担当していない私にはやっと薬理

学実習で生 きたマウスの扱い、実験ができるように

なった。基礎医学実習、そして5年 生から始まる臨

床実習では先生達や友達に巡 り合え、とても楽しい

学生生活を送ることができました。

旭医での生活、4年 間連続、学祭の時、料理をし

ていた。InternationalRestaurantでcurry-puffや

curryriceを 中心 に作 ってい るESSの 皆 さんは よ く

頑張 っていたね!後 輩達 もレシピな ど探 し、 これか

らも学祭で美味 しい メニ ュー を作 ってね。

確か、3年 生の時 に9月11日 のア メ リカでテロの

事件が起 こった。 イスラム人の私、人間 として もと

て も心が泣いていた。事件の真相は誰 も分 かってい

ない。今 も色hな 結論 が出るが、 出る前に戦争 が行

われた。その近 くにある友達が話 しかけ、私達(イ

スラム人)が 悪 い ような話 をした 人がいた。私の心

は もっ と泣いている。 これか らは心や考えたを変 え

て、 イスラム教はテ ロでは ないのであ る。9月11日

の後、アフガニス タソ、イラク、パ レスチナに対す

る戦争が許 されている ようなこの世界に もっと注 目

し、何 とか平 和を戻 すべ きであ る。私達は美味 しく

食べているのに人間 としての権利を失 う人 々がいる。

最後 に先生達、先輩達、 同級生、後輩達、Simon

や家族、ESSの 皆 さん、バ トミン トソ部 の皆 さんに

今まで色 々支 えて くれて、 とて も感謝 している。 ど

う もあ りが とうごさいま した。皆 さんの支えが無 い

と今 日の私は いない と思 う。マ レー シアに帰って医

療や医学の世 界で力を尽 くし、 また、将来で きれば

国際的 に も力にな れ る医 者 にな りたい と考 えて い

る。
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準業にあたりて ・

看護学科第6期卒業生 稲 葉 美貴子

私 が看護の道 に足を踏 み入れ、早

4年 。本 当にあ っ とい う間で した。

4年 間を通 して 多 くの人 と出会 い、

その人間性 に触れて、泣 き、笑い、

悩 み、辛抱 し、それ まで以上に様 々

な感情 に動 かされなが ら過ご して き

ま した。 大学生活 には、「初め て 」

がた くさんあって、その分戸惑うこともしばしば。

しかし、そのような経験すべてが、自分を人間的に

も、看護に志す者 としても大 きく成長させて くれた

と思います。

これまでの大学生活を振 り返ると、本当に多くの

事を学びましたが、実習という実際の看護展開を通

して得た学びは、非常に特別なものです。一人の患

者様を前にして感じる緊張感に慣れるということは

あ りません。しかし、患者様のベ ッドサイドでお話

を伺い、会話を楽しんでいる時、 自分が患者様 に元

気をもらっていると感じることも多 くありました。

自らの無力さゆえに、行き詰ま り悩んでいるときで

も、患者様の前では自然に笑顔になっている自分が

いました。また、臨床や地域で働 く看護職の方々や

先生のご指導を受け、患者様の気持ちや生活をあ り

のままに見つめて受け止めること、病気を見るので

はな く、個性ある人間をみることの大切さを学びま

した。そ して、励まし合いながら、一緒に試行錯誤

した友達がいたか らこそ、辛い ときでも乗り越えて

これたと思います。実習から得た多 くの学びと喜び、

大学生活で得た出会いは、自分の看護観を磨 くとと

もに、人と人 とのつなが りはかけがえのないもので

あるという基本的なことを学ぶ上で、非常に貴重な

体験でした。

卒業が目前に迫る今、国家試験に向け奮闘中です

が、残 りの学生生活を楽しめた らと思っています。

そして、大学で学んだこと、周 りで支えて くださっ

た方々への深い感謝の気持ちを忘れずに、新たな生

活へ臨みたいと思います。厳しく温いご指導をして

くださった先生方、いつもそばで支えて くれた友達、

両親、多くのお世話になった方々へお礼申し上げた

いと思います。あ りが とうございました。

1

[=========== 一

認麟灘曝轟なって

看護学科第6期 卒業生 水 木 志 保

この旭川医科大学に入学 してから

はや4年 が過 ぎてしまいました。こ

の学校に入学 してからあっという問

だった と今私は感 じています。それ

だけ充実した日々を送れたのではな

いかと思います。今振 り返っただけ

でもこの4年 間の思い出をた くさん

思い出してしまいます。

大学に入学 したばか りのころは勉強についていく

のにとにか く必死でした。高校 とはちがう大学の学

習をどのように行えばよいのか戸惑 うこともとても

多かったです。私は要領が良いとは決 して言えない

タイプであるのでた とえ回 り道をしてでも地道に努

力してい くしかないのだ と年数を重ねるごとにだん

だん自分のことがわかるようになりました。また、

病棟実習では実際に臨床で実習させてもらうことで

教科書では学ぶことのできない多 くのことを学ぶこ

とができたのではないか と思っています。今私の心

の中に一番残っていることは全て自分の行っている

ことは目的を持って行っている、 ということです。

このことは絶対に忘れてはいけないことであると感

じています。 自分の目的を見失わずにいれば自分の

行っている行動を常に振 り返ることができるのでは

ないかと思いました。また、人と人との関わ りの中

で思いやりの人切さを改めて実感 しました。思いや

りと一言で言 ってしまえばとて も単純なようですが

思いや りとはとても深いものであると思います。私

は思いや りの気持ちを今後 も忘れずに過ごしていき

たいと思っています。

この大学4年 間は私にとって とても貴重な時間で

あ り、自分を成長させて くれた場所であった と思い

ます。ここで学んだことを忘れずにこれからの生活

にも生かしていきたいと思っています。

また、多 くの人と出会い支えられてここまで来ら

れたのだと実感 しています。今まで支えて下さった

方々に感謝 しています。本当にありがとうございま

した。
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氏 名 課程論 文の別 学位記授駒 月日

細 木 弥 生i 課程博一七 平 成17イ1 3月25日

i,.山 光 久 課 程 博 上 平成17{1 3月25日

横 川 陽 匡 課不㌧1博1: 1・成17年 明25日

趙 ・[k薇 課程 博⊥ 1・成17年 Uj2511

太 川 貴 文1論 文博上 ・1・成17年
1月25日

間 宮 規'1・ …論 文 博1・ 、
・i成17年 明25日

平成16年度 修士学位記授与者名簿

学位記授ケ年月〕

・1・成16年9月30日

i成 】7年;月25口

平 成17イ1;1Ju5日

平 成17イ1列j25[

平 成17年)125日

平nl～=17{13月25日

・Fb史17イ13ナ ー」25日

平b～ζ17fl3月251i

'F成17年 ,,1]25il

平 成17イ13月25日

平b気17イ ト31」25日

平 成1駒3月25日

・ド成17ff3月25目

名
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岡
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小

高

中

三

川

井

ー

山

松

平成16年度 博士学位記授与者名簿

学f、ン百己手受5!4-1Jll課 唇「rL論之の 別

課 程 博 十 平 成16イ16月:30日

課 程 博1一 平 成1(i'1(i月30日

課 桿 博 十;平 成16イ161JaO日

課 程 博 十1平 成1餉6月30日
　

論 文博上1・F成16年fi月3(川

論文f十1平 成16{16月30日

論文博上 旨平成16年6月30[

論 文博十

論 文博L

論 文博十

論文博上

論文博 七

論文博 七

論 文博上

論 文博上

課程博」■

課程博十1

課程博+

課桿博+

課程博」■

課程博上

・F成16年61130日

'F成16年61」:30日

平 成16年61JX30日

平 成16年6月'3U日

平 成16fl9月3〔 旧

平 成1餉9月:3〔1R

1え成16年12月24日

・F成16年12月`?411

・F成17年3月25日

平 ∫」父17イト31125卜{

平 成i7年3月25日

平 成1713月25日

平 成17年3月25口

・F成17年., .,月25口
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噸熟蜘 魏 鱒 繕述

医学科第1学 年 桑 鶴 知一郎

3月22口 の合格発表からもうす

ぐ1年 がた とうとしている。大阪

から北海道、受験生か ら医学生 と

いう大 きな生活の変化に不安を抱

きながら旭川にやってきた。生活、

勉強に追われこの一年を思い返す

こともなかったので、 これをいい

機会として、旭川医大での私の過ごしてきた ・年を

紹介してみようと思う。

まず、旭川医大にきて驚かされたのは、学生の年

齢層が非常に広いことだった。浪人生活をすること

な く入って くる学生から、一度社会にでて働かれた

のちに再挑戦された方まで年齢でいうとこの学年で

も十歳以上の開きがある。再受験 した人達のなかで

も、さまさまな分野からこの大学にきているので私

の学年は個性豊かであ り、非常におもしろい学年で

ある。また、他の学年の方達 ともさかんに交流があ

り、さらにこの大学の個性の豊かさに驚かされた。

つぎに、私が思ったのは、旭川医科大では実際の臨

床に携わっておられる医師、研究に携われっておら

れる医師の方 々との交流が密であるということであ

った。実際に現場で働いている医師が講義を行い、

医大であつかわれている症例の紹介などを初学年か

ら学ぶことができ現場での 「医師 ・医学」を感じる

ことができた。さらに、5月 の早期体験実習では旭

川近郊の医療施設での三 日間の研修では本からは得

られない、早い段階で現場の厳しさ、医療における

信頼関係の重要性の一端を学ぶいい機会 となった。

また、そこでは旭川医科大学の地域の信頼が厚いと

いうことも、私が実習にいった施設の方々の反応か

ら感 じ、自分も旭川医大の学生であるという自覚を

持たなくてはいけない と感じた。

今思い返せば1年 足らずでも、ここでは語 りきれ

ないほど多 くのことを体験 し、学んだ気がする。 こ

れからも厳しく、また豊かなこの自然に囲まれた旭

川医科人学で、より多 くのことを学び、体験するこ

とで医師への階段を着実にのぼっていきたい。

,鱒 階 撫鷹 やて

医学科第1学 年 島 澤 明 子

4月 。桜が満開の本州を離れ、

まだ雪が残 りストーブが必要な旭

川に到着。入学式当 日は体育館ま

でひたすら走 りました。5月 末ま

で続いたチュー トリアル1で は、

非常に緊張 していた記憶があ りま

す。

5月 。雪捨場の雪はまだ山でした。GWで ほっと
・息

。函館旅行をしてみました。北海道では桜 とジ

ンギスカンがペアであることを知 りました。早期体

験実習1で は職員の方や入所者の方から様々なお話

を聞き、実際にお手伝いさせていただ くなかで、学

ぶことが非常に多かったです。

6月 。梅雨がない北海道ですが、たびたび雨が降

りました。医大祭があ りました。盛 り上がっていま

した。月の後半にはラペンダーが咲 きミッバチが飛

び回る素敵な風景が大学構内でも見られました。

9

7月 。後 半は猛暑 で した。 口頭試問、中間 テス ト

があ りま した。 みんな非常 に勉強 して いました。

8刀 。短 い夏休 みが終 わ り旭川 に戻 る と、長袖が

必要であ ることに驚 きま した。

9月 。前期試験 の月で した。 この時期は晴天の 日

が多 く爽やかでハ イキソ グ 日和 で した が、ハ イキン

グをす る余裕 は どこに もあ りませんで した。来年は

早めに試験勉強 を始 めてハ イキ ングに出掛け る余裕

を もちたい ものです。

10月 。 そろそろ冬です。後期の授業 が始 ま り、み

んなや る気 に満 ち溢 れていま した。22日 頃 に初雪 が

降 った ようです。食料の 買いだめ をしておいて本当

に良か った と思 いま した。

11月 。滑 る路面 に怯 える 日々で した。やは り靴底

は重要 です。 日暮 れが とて も早 くな り、 ビソ クや紫

の色鉛筆 を手 に夜 は更けて いきました。

12月 。朝 、「こん なに雪 が積 もってい るのだ か ら

今 日は休講 か も 一 ・。」 と思 って しま うの が非雪 国

出身者 の哀 しい ところです。

1月 。本州 と変 わ らぬ長 さの冬休みが終 わ りま し

た。 みんな元気そ うでな によ りです。



0年 を振 り返 って

《

慣れるので精

看護学科第1学 年 荒 井 牧

私 が この大学 に 人学 して,も う

1年 がた とう としてい ます。 この

1年 は 本当にあ っ とい う問にす ぎ

てい き,見 るこ とも体験 す るこ と

も新鮮 な こ とば か りで,充 実 した

毎 日をす ごす こ とがで きま した。

前期は,新 しい旭川 での生活 に
・杯 で ,1日1日 を楽 しむ 余裕す らあ

りませんでLた 。授 業の形式 も学校の設備 も,高 校

とは 全 くちが う傑境 で とまとっていたの を覚 えてい

皮す。勉強は,今 思 うと全然忙 し くなかった と思 う

のですが 「大学 って 人変な所 だなあ」 と感 じてい ま

したQ前 期の試験 は科flも 多 く範囲 も広 く,泣 きそ

うにな りな が ら毎 日友達 と学校 で勉強 して い まL

た。

後 期は,気 持ちにだんだん余裕が出て きて,部 活

の 大会や イベ ン ト,毎 日の生活 を楽 しめる ようにな

って きました。 部活では,練 習以外で も車 で遠 出 し

た り飲み会があった りと楽 しい思い出ばか りです。

だけ ど後期になって突然実習が増 え始め,忙 しさが

倍増 しました。実 習が増 える とい うことはレポー ト

も増 えるわけで,た め こん でLま う私は締 め切 りの

前 日は必ず徹夜で した。 しか し,ハ ム ス ターの解剖

や病院実習な と,普 通 の 大学 に通 っていては絶 対に

で きな いこ とを体験 する ことがで きて,と て もいい

刺激 にな りました。

この1年 は暇だ と感 じた ことは ・度 もあ りません

で した,,毎 日何か しらの経験 がで きて,・ 人暮 らし

が寂 しい と思 う暇 もなかったです。 また,1年 を振

り返 ってまわ りの 人に助 けて もらいなが ら生活 して

い ることも実感 しました。 テ ス トや実習 があ る とは

げ まして くれる先輩,勉 強を教えて くれ る友達,楽

し く話せる友達 がいたか ら,無 事1年 を過 ごせたん

六二と,1と曳し・ま冒母一。

残 りの3年 間,皮 だや りたい ことや学 はな きゃな

らない ことがた くさんあ るので,じ っ くり1つ ずっ

こな して,充 実 した毎 日に してい こうと思います。

一年 を振 り返 って

看護学科第1学 年 黒 木 慎 一

出会いな と、

いま 凱,

この 一年、色 々な ことがあ りました。 今まで生 き

て きた中で最 も印象深い 一年にな った と思 います。

講義では、医科大学 だけあ って解剖学 や生理学 な ど

の専門的な こ とを学 び ました。 また、看護 に関 する

知識について学 び、看護技 術について も学 び まLた 。

前期には主に看護 の世 界で生 きてい く中で基礎 とな

る知識 を、そ して後期にな ると多 くの実習に追 われ

%岐 に渡 る分野の レボー トを書 きました。特 にllJ象

去 年 の 四 月 、 遠 い 南 国 ・宮 崎 か

ら 北 国 ・旭 川 に や っ て 来 て 早 く も

・年 が 経 と う と し て い ま す
。 入 学

'lill寺1よ
、 初」、ゾ)てび)一 人、暮 ら し とt貫

れ な い こ の 地 で の 生 活 な ど 様 々な

4く'な}ぐし・・っ1まし・『(ヨし オニ。 ま 犬二、 こ

び)左 学 で の 生 活 や 新 し い 友 人 との

多 くの 期 彷 を 持 っ て い た こ と を 覚 え て

に残',て いるのは解剖実習 で、実際 に医学科=イ1生

が献 体を解剖 してい る ところを 見学 させて もらい、

様 ノぐな器官 などについて説明を受 け、それ とi川 に

間近 で観察で きた こ とです。

僕は 三つの 部活 に入・,てい るのてす が、それぞれ

の部活 で 多 くの 先踏 方に川会い、 多 くの 友人を作 る

ことがで きま した。その友 人たち とレジャーな とに

行 き、 この雄 大な北海道(ノ)人地 を共 に満喫 し楽 しい

大学 牛活 を送 ってい ます。

これか ら病院実習 も始 ま り、 よ り専 門的 な看護 に

関す る知識 を得る ことになるでLrう 。 そ して、 ま

す ます 看護 の道 を突 き進む こ とにな るので、今まで

以 トに積極的な姿勢 で講義 に参加]/技 術の練習 に も

気 合をいれて子」い、 口々精」建Lて い きたい と1猷いま

す。同時 に、今まで築 いて きた人間関係を 大切に し、

また新たな 人間関係を築いて いけ るように様 々な活

動 に参加 してい きたい と思 います。そ して、 この ・

年 よ りも更に印 象深い 絢 を送 れるように 人学 生活

をelljoyHLて い きたい と思い ま()
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◎学業成績が特 に優秀な者

医学科第27期 卒業生

医学科第27期 卒業生

医学科第27期 卒業生

看護学科第6期 卒業生

看護学科第6期 卒業生

看護学科第6期 卒業生

看護学科第6期 卒業生

濱本 英剛

遠藤 文菜

中島 範子

扇谷 歩

中谷 理恵

岡部いずみ

片平 陽子

◎課外活動で特に顕著な成果 をあげた者等

田原 大地(医2)

第11回全日本人学かるた選手権大会大学代表の部 準優勝

男子バレーボール部

第51回 北海道地区大学体育大会

第47回 東目本医科学牛総合体育人会

ゴルフ部(女 子)

第47回 東日本医科学生総合体育大会

勝

勝

優

優

優勝

松 尾 彩(医5)

第47回 東日本医科学生総合体育人会ゴルフ個人(女 子)優 勝

本 谷康 二(医1)

第51回北海道地区大学体育大会陸上競技 男子走幅跳 第1位

榊原 学(医4)

第47回東日本医科学生総合体育大会陛上競技男子1500m第1位

第47回東日本医科学生総合体育k会 陸上競技男子3000m障害 第1位

第77回 北海道陸is競 技選手権大会男子3000m障 害 第1位

中 内祐 介(医6)

平成16年度北海道学生テニスト・サ メン ト男子シングルス 優 勝

◎社会活動で特に顕著な功績があった者又は

団体
EsS

長峯美穂(D4)

(学生課)

助 教 授 紹 介 麟:騰韓鱗 躍

内科学第三講座 助教授

鳥 本 悦 宏

本学昭和58年 卒業の5期 生です。

第三内科入局後は、消化器(特 に肝

臓)の 患者さんを中心に診ていまし

たが、高後教授就任後は血液疾患の診療を始めて10

年ほどにな ります。第三内科の血液・腫瘍グループ

はまだまだ新しいグループですが、昨年春の病棟再

編に伴って立派な無菌室もでき環境面ではずいぶん

改善されてきました。まだまだマンパワー不足の部

分 もあ りますが道北の1血L液疾患診療に貢献できるよ

うがんばって行きたい と思っています。 これからも

どうぞよろしくお願いいたします。

テーマは病院管理分野ではDPC包 括評価研究、医

療管理分野では生活習慣病の疾病管理プログラムで

す。研究室からの景観が素晴しく、人雪山の神秘的

で雄大な姿を眺めると心が洗われます。附属病院 と

地域医療が抱える諸課題をヘルス ・サイエンスの立

場から微力ながら貢献したいと考えてお ります。今

後 ともよろしくお願い申し上げます。

健康科学講座 助教授

今 井 博 久

本年10月1日 より宮崎大学(前 宮

崎医科大学)公 衆衛生学講座から健

康科学講座に着任 しました。専門は

ヘルスサービス リサーチです。現在 力を入れて いる

小児科学講座 助教授

伊 藤 善 也

この度 、小児科学講座助教授 を拝

命 しま した伊藤 善 也 と申 しま す。

1984年 に・」・児科 の門 を叩 いて か ら、

2年 弱を名寄 市立総合病院に勤務 した以外は本学に

在籍 し、内分泌の領域で活動 して参 りました。小児

が置かれた環境は社会的にも環境面において も変貌

しました。古典的な急性感染症は少なくなる ・方で、

社会や生活習慣に根さす病的状態が世間を賑わして

お ります。そのような中で自分に何ができるかを見

失わないで職責を全 うしたいと存 じますので、ご指

導をよろしくお願い申し上げます。

一11一



1年 の あ ゆ み 1
3月26日 看護師国家試験 合格 発表

(本学 合格 者55名 、 合格率98.2%)

保健師国家試験 合格 発長

(本学 合格 者68名 、 合格率95.8%)

助産師国家試験 合格 発表

(本学 合格」苦2名 、 合格率ioO%)

圃
5日 前期授業開始(医 学科第5学 年のみ)

9日 ・1え成16年 度 入学式

医学 科新 入生9〔}名

石護学 科新入生f;0名

看護i学科第3!'次 編 入学生10名

12日

14日

19～20日

前期授 業開始(医'」碧科第5学/1除 く)

定 期健康診断

医学 科 ・石護i学:科彩i入生 合同研修 会

(於 本学 看護学科棟)

2旧 定 期 健 康 診 断

22日 医 師 国 家 試 験Gu格 発 表

(本'}デニ合 格 者101名 、r㌃ 拳各ノ率ζ89.406)

圖
12日

19日

圃
11～13日

19日

30日

圖
1～12日

定馴健康診断
定期健康診断

第30回 医 人祭

医科フ.「ス ク2004
・1え成lfi年度医学 科第2年 次後期編 人学者

選抜試験

博+学 位記授 与式

博士学 位記被 授 ケ者11名

第51回 北海道地区人学体育大会

22日

26日

28日 ～

8月12日

当 番 大 学:室 蘭 工 業 人学

本 学 参 加 種 目:陸1競 技(男 女)、 準 硬 式

野 球 ソ フ トテ ニ ス(男 女)、 ハ ン ド

ボ ー ル(男)、 バ ス ケ ・ソ トポ ー一ル(男

女)、 バ レ ・一ボ ー ル(男!c)、+」 ヅ カ ・一

(男)、 バ ド ミ ン ト ン(男 女)、 剣 道

(男 女)、 弓 道(男 女)

成 績:優 勝 バ レ ー ボ ー ル(男)

第1位 陸L(走 幅跳(男):本 谷康 つ

第31、ンIfs上(100m,'?()伽 敗):JIi川k)

第4位 陸 卜(800m(女):野illl1磯r)

平 成16年 度 医 学 科 第2!1次 後 期 編 人 学 苔

選 抜 試 験

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス

第47回 東 日 本 医 科 学 生 総 合 体 育 人 会

(夏 季 部 門)

総 合主 管 人 学:旭 川 医 科 大 学

ノト学 参 加 種 目:陸 上 競 技(男 女)、 準 硬 式

野 球 、 テ ニ ス(男 女)、 ソ フ トテ ニ ス

(男 女)、 卓 球(男 女)、 バ レーY一 ル

(男 女)、 ノミド ミン ト ン(男 女)、F)'・ソ

カ ー 、 バ ス ケ ヅ トボ ・一ル(男 女)、 剣

道 、 弓 道 、 空 ヂ(男)、 水 泳(男)、 ハ

ン ドボ ー ル 、 ゴ ル フ(男 女)、 ラ グ

ビー一、 空 手(男 女)

成 績:優 勝 ゴ ル ソ(女)

バ レ ー ボ ー ル(男)

準 優 勝 バ レ ー ボ ー ル(如

ソ フ トテ ニ ス(男)

第3位 剣 道 ・弓 道

"
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29日 平成16年 度医学科第2年 次後期編 人学 者

選抜試験 合格 者発表

圃
28日 音楽の 夕ヘ

ブ ラスア ンサ ンブル、合唱部、ギ ター一部、

室内/au奏団に よる附属病院ホー ルでの 合

1司演奏会

画
1日 体育 大会(学 生‡催)

1

。 ■ …

嘘鑑
6日i功 瓢乏{1川糸束

22日 杓ノ如1角 度解剖1本慰霊式

30日 修L'博 上学 位記手受し`式

博i:学 位記被授 ケ者2名

修上学f、ン記被授 与者1名

囮
1日'ド 成16年 度医学 科第2年 次後期編 入学 生

人学式

2日 平成17年 度看護学 科第3年 次編 人学著選

抜試験

14日i成17年 度看護学 科第3年 次編 入学 者選

抜試験 合格者 発表

16～17日

23日

28日

囮
2日

5日

27日

12A

9日

18日

21日

23日

24日

囲
15～16日

28～29日

平成i7年 度AO人 試

平成17年 度大学院修上課程 石護学 専政 入

学 者選抜試験
'F成17年 度AO入 試 合格 者発表

外国人留学生 夏季 オ リエ ンテ ーシ ョン

(1」形町 樺戸博物館 浦臼田」)

参加者 留学生3名 、留学生家族2名

平成17年 度 人学院修1.課 程看護学 専攻 人

学 者選抜試験 合格 者発表

本学記念 日

i一成17年 度推薦 人学者選抜試験

'F成17年 度 看護学科推薦 入学 者選 抜試験

合格者 発表

室 内 合奏団、 合唱 部ク リスマ スコンサー

ト(附 属病院)

ブ ラスア ンサ ンブ ル ・7リスマ スコン対一

ト(1鮒 属病院)
ごギタ・一詔`クリ"1','ス コン→ナー ト(1ζ付属り丙

院)

博+学 位記授与式

博 七学位記被授与 昌2名

平 成17イ1度 大学 入学 者選抜 大"1汰 試セン

クー試験

外国 人留学牛 冬季交流事業

(富 良野 スキー場、 たllr尋∫fiの家)

参 加者 留学生8名 、留学 生家 族10名

囮
10日

25日

圖
8日

12日

22日

25日

'F成17年 度医学科推薦 入学 昌選抜試験

含格 者発表

i成17年 度 大学院 博十課程 入学試験

平成171度 第2次 試験(前 期U程)

外国 人留学生 との懇談 会及び交流会

平成17年 度第2次 試験(前 期 日程)

合格者 発表
・F成17年度第2次 試験 〔後 期fl程)

'1λ成17年 度第2次 試験(後 期 日程)

含格 者発表

平成16年 度学位記授 ケ式

学十学位記被授 ケ者172名

(医学考…斗101名、 石言髪i学イ・:'.71名)

修+学 位記被授与 者12名

博+学 位記被授与 昔12名
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ク リスマ ス コ ンサ ー ト

そ の1室 内 合奏 団 一今 年 も トップ を 切 りま した

今年 も トヅプ を 切'・た の は 、室 内 合奏 団で し た。

サ ン7グ ロ._.の ス7イ ル で 、弦 楽四 甫奏 に よ る重 厚

な 響 きか ら軽快 な 演 奏 と、7リ ス マ ス 音楽 を楽Lく 聴 か

桂て くれ まL鵡,後'ト に は ポ ー カ1レも交 え 、観 衆 を引 き

付'ける巧 み さ を も披露 して くれ ま した。

そ の2合 唱 部 一ム ー ドを た っ ぷ り 一

i口Jじlld)1!)fl.'j、iiギ 墨ね て匿ケ リ_<ノ ブ、ノ、一 ドカ・オン 、.票り

に な る 時 間 に 合 ロ昌部(/)7ン ・け 一一 トが 女台 ま り まLた,、 こJ)

時 間 に な っ た の は 、 他 の 病 院 で も コ ン サ ー トを 行 な っ て

い た の で 一」'(糾 〔習 場(ノ)黒 板 に ス、ケ ジ!ビ ール の メモ がisい

て あ り ま し た)。 よ りvく の 患 者 さ ん に ケ リ ス マ ス の 雰

L用気 を とい う 、 心 意 気 が 感Lら れrkし た 。

り・ン ク ク ロ ・一ス と ト ナカ イの 役 を 仰 せ つ か っ た1年 ノ1礼

た ら、 初 々Lく 新 鮮 で し たUこ れ か ら も 、 頑 張 っ て くだ

さ い 、,

そ の3ブ ラ ス ア ンサ ンブ ル部
一聴 き飽 き させ な い 「夫 一

患 ～iさん4)癒 しに は 、 楽 しん で も ら うの が ・番。 そ の

ため に は 、 自分 達 も楽 しむ の か一 番 。 ノL気では あ るけ れ

と も騒 が し くム:(、 は ・・き り と聴 こえ る演 奏 で はあ るけ

れ ど も 、 柔らか く肖'量を押 さえ て い ま した。

＼ハソ与 ン』リン バ4)蹄 了り(ノ)登場 は 、 に きや か 好 きな こ〔ノ)

部の 面 目躍 如 で した 、,

そ の4ギ タ ー 部 一/球 で の ア ン ケ ー1一 に 応 え て 一
!〉ま で 患 名 さ ん び)リ7エ7ト か 多 か っ た ジ ャ ン ル を 中

心 に 糺 互 ㍍ て て い ま し た 。ギ'e‐ とい ☆ ば 、歌 かf・」き物 。

そ こ で 、71-・7ソ ン ゲ 等 を 取 り 入れ た1.た は 、 サ ン7

ケ ロ ー スの 衣 装 も帽 了一も 用 い な い カ シ コア ノレな ス タ イル

の ま ま 、 音 楽 そ の も の て グ リ ス マ フー ム ・一ドを ト分 帳 し

出 し ま し た,,

ま た 、 流 行 の 「冬 の ソ ナ7」 の メ イ ン テ ー一マ は 絶 晶 で

し た 。

外国人留学生冬季交流事業

平 成16年 度 外 国 人 留 学 生 冬 季 交 流 事 業 が 、1月2811

〔金)・29[(土)に か け て 行 わ れ 在籍 留 学 牛,IO人f'8人

と、 そ の家 族10人 、 指 導 教 員1人 、職 員3人 の 計21人 が

参 力口し ま しプこ、,

この 事 裳は北 海道 の 冬の ス ポー ツ、 スキ ・一を通L'(雪

や 寒 さび)中で の 楽 し.みを知 っ て も ら う と 共に 、留 学 生 い1

+の 交流 や1青 年 の家 」 を 利 用す る研 修 生 の 人た ち との

ふ れ あ い を 目的 に 、5回 目の 実 施 とな り ま1.た 。

旭 川 や 近 郊 に は 数 多 くの スキ・・場 が あ りdミす が 、 初級

者か ら1級 κまで が 満 足 で きる とこ ろで 人雪1書∫年 の'家に

比 較 的 近 い と ころ 、とな る と富 良野 スキ ー場 に蕉 ります。

曇 り空 と時 折 小 さな 吹雪 が舞 う 天気 で した が 、 元気 に楽

しめ た よ うで す 、,

大雪 青 年 の'家で は 、 い くつ かの 小 さな団 体ll胴:て ごL一

ス ピ ア ・タ イム で は 身近 な 感 覚 で 団体 紹 介 を交 わ す こ と

カ～-CきまL、ノこ。

人'Y:院(ノ)研究 室 にい る こ とが 多 く、留 学ソLが ・同 に 会

す るの も久 しぶ りな の で 交 流 会 で も、 大い に盛 りiが り

まLた 。 羽[は 卓 球 、 バ ド ミン トン等 の ス ポー ツ を楽L.

ん で い ま した が、 水泳 を選 ん だ 人た1・は 笈瑛 田1のス イ 三

ン グ7ラ ブの 方!rか ら コ・一チ をLて い た だ くtrど 、 和 気

あ い あ い と した研 修 とな りよ した。

(学生 課)
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各粗保険について

本学が薦めている保険の概要は、下図の とお りです。

③ 学生 ・生徒総合保険A・8タ イプ ※3階 部分一一
内容 傷害・損轡賠償を24時間補償&針 刺し事故を補償

死亡補償金Aタ イプ500万 円Bタ イプ300万 円

補償 対 人賠 償Aタ イプ5,000万 円Bタ イプ3,000万 円

金額 対 物 賠 償Aタ イプ5,000万 円Bタ イブs,000万 円

針刺事故の予防 ・治療費補償1事 故501〕 ノノ円一 一一

掛金 学生生活の しお りを参照 して くだ さい。

加 入

一

看護学科/医 学科第1～4学 年 任意

医学科5・6学 年 全員加入(臨 床実習のため)
の

是非
※学生教育研究災害傷害保険及び医学 生教育研 究賠償

責任保険(医 学賠)に 加 入して いること。

② 医学生教育研蛇賠償資任側険(匪 欝賠)※2階 部分

内容
正課中、挙校行事中、通学中に、他人にケガをさせ た

り、他人の財物 を綾 した ことに より被 る法律上 の損害

膀償を補償

補償 対 人 賠 償1名1'事 故1億 円

金額
　匿　 一「 一-一 口一罰■

対 物 賠 償1事 故250万 円

掛金 6年 間4,800円4年 間3,200円 ※1年 間800円
一

平成15年 度以降入学者 全員加 人
加人

医学科5・6学 年 全員(臨 床実習のため)
の

是非
医学科 ・石護学科第4学 年 任意

※学生教育研究災宮傷害保険に加入 しているこ と

① 学生敏育研究災害傷嘗保験(学 研災)※1階 部分一

内容
正課中、課外活動中、遵掌申及び学校行事中に本人が

傷害尊の事故にあった場合一一
死亡補償金 正課 中2,000万 円

補償 課外 活 動 中1,000万 円

傷宵補償金IF.課 巾 治療 日数4日 以上か ら

金額 課外活動巾 治療 日数14日 以上か ら

人院1日4,000円
一 一

掛金 6年 問5,400f`14年 間3,900円
一・一

加入 人学時Q員 加入
の

是非 ※現在第3～4学 年 は正課中死 亡時1,200万 円

詳細については、学生課学生生活支援係にお尋ね願います。

本学では、学生諸君の学生生活及び日常生活に対して

ト図のような保険を用意 して、加入を薦めております。

①学生教育研究災害保険(学 研災)は 、学生生活中に負

った本人の傷害等の保険です。全員加入としております。

②医学生教育研究賠償責任保険(医 学賠)は 、学生生活

中に他人から損害賠償を求められた場合の賠償補償保険

です。新入生は全員加人としております。

③学生 ・生徒総合保険A・Bタ イプは、日常生活24時間

をカバーする傷害保険と賠償補償保険です。

加入は任意ですが、医学科5・6学 年は臨床実習に備え

全員加入としております。

平成17年度日本学生支擾轍購
奨学生の寡集にっいで

日本学生支援機構は、優秀な学生で経済的な理由で就

学困難な者に学資を貸与しています。

本学では、日本学生 支援機構からの推薦依頼に某づき、

出願者の種々の条件を考慮して選考を行い、日本学生支

援機構へ推薦 します。ただし、日本学生支援機構では奨

学金貸与の種別ごとに推薦基準が定められており、その

資格があっても採用枠の関係で推薦できない場合があり

ます。

申し込み方法はインターネッ ト(ス カラネット)に よ

るによる申込みです。学生募集要項及び申し込み方法の

説明会を4月11日(月)・12日(火)午 後5時30分 から第7

講義室において実施します。希望者は集合して ください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学資の支

弁に困難な事情が生じた場合は、学生課学生生活支援係

に相談して ください。

平成17年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を希望す

る学生で、免除基準のいずれかに該当すると思われる者

は、学生課学牛牛活支援係から必要書類を受け取 り、中

請期間内に提山して ください。

免除基準の概要はつぎのとおりです。

O経 済的理由で授業料納入が困難であり、かつ学力優秀

と認められる場合

○授業料納期前6か 月以内において学資負担者が死亡、

又は風水害等の災害を受け、授業料納付が著 しく困難

であると認められる場合

なお、このことについては、公用掲示板にも掲示 して

あ りますので確認して ください。

また、不明な点は、学生課学生生活支援係に問い合

わせ願います。

申請期間 在学生 平成17年3月31口(木)

(期限厳守)新 入生 平成17年4月13日(水)

※授業料滞納者の授業料免除申請は、受理できませんの

でご注意 ください。

授業料未納による除籍について一
'f'成16年度修土 ・博士学位記授与式が,12月24日(金)

午前10時 から学長室において行われ、次の2名 に博+
(医学)の 学位が授与されました。

博士(医 学)
論文博士 岡 田 基

中 村 智

(学生課)

授業料を2期 滞納し所定の期日までに納入されない場合

には、除籍することとな ります。

この取扱いは、平成17年 度から適用されますので、'F

成17年41]1[に おいて授業料を2期 以上滞納 している

場合、平成17年9月30[を もって除籍となります。

以後授業料納期である6か 月ごとに適用されますの

で、授業料の支払計画をきちんと立てるようご留意 くだ

さい。

(学 生 課)
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新入生歓迎実行委員長 有馬 豊

皆さんご入学おめでとうごさいます。入学式の次の日

から,つ まり4月9口(土)10日(日)に 新入生歓迎合宿

がおこなわれます。その中の行事 としては,学 校で学校

案内と部活紹介,そ して場所を移 しホテルでの新入生同

士での合同合宿などと内容の濃いもの となっています。

「ときや亭」にて行われる合宿では新入生同士での交流

をはかるのはもちろん,乱 入という様々な部活による部

活勧誘もあ ります。

これに参加したことにより入学後すぐに仲の良い友達

ができた り,入 る部活を決めたりした先輩方 も多いよう

ですよ。私たち新入生歓迎委員会は,新 入生の皆さんが

困ったこと,わ からないことを全力でサポー トします。

参加は必須ではないですが,皆 さん是非参加してくださ

いね!

[=7-=一 一
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平成17年 度において,団 体活動を継続 しようとする学

生団体または新しい団体を設立する予定の学生は,4刀

28日(木)ま でに設立届または継続届を学生課に提出し

て ください。

なお,継 続届の提出がない学生団体は,解 散 したもの

として取り扱いますので注意して ください。

(学生課)

b
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生化学第一講座

教授 谷 口 隆 信

立春も近づき陽射 しに力が加わって来ました。これが

刊行される頃にはもう春が間近になっていると存じます

が、毎年待ち遠しいことです。さて、昨年の12刀 に富士

山麓の教育研修所で開催された医学教育ワークショップ

に参加し、その感想 と報告をしたい と存じます。このワー

クシ ョップは今回で31回 目の歴史を持ち、1970年 代から

毎年開催され今回は臨床研修の義務化に伴 う卒前と卒後

の教育に一貫性を持たせて社会の要請により良くかつ迅

速に応えると言うことを念頭に、医学部 ・医科大学から

20人、臨床研修病院から19人の参加者が、南は沖縄から

北は旭川まで、集まりました。12/5か ら12/10ま で、周

囲に何 もない辺鄙な研修所 に缶詰になって朝8:30か ら

夜9時 まで、地獄のワークショップというか鬼のような

6日 間でした。数人でグループになり与えられた課題に

対して討議しレジメを作り発表すると言 うことをや らさ

れたのですが、内容が濃 くあっという間に終わってしま

った感があります。印象に残ったのは3点 、教育学の基

本は重 要、富士山は美しい、日野原先生は嬰錬たるin-

tellectual、です。

先ず、カリキュラムを立案する際には6つ のステップ

があ りこれがサイクルになっていることを知 りちょっと

感動しました。第1段 階はニーズ、即ち克服 しようとす

る問題は何なのかを分析する、言い換えれば現状 と理想

のギャップを正しく捉えることになります。第2段 階は

カリキュラムにおける学習者のニーズを分析し最 も効果

的にギャップを埋めるにはどうすべきかを現実的に考え

る必要があ ります。第3段 階ではそのカリキュラムにお

ける到達 目標を設定し広汎な一般 目標 と個別的で測定可

能な個別 目標 として記述します。第4段 階では教育プロ

グラムの内容を選択し個別目標を最 も効率よく達成でき

る現実的な方略を厳選します。ここまでで一応カリキュ

ラムの出来上がりで、第5段 階で実際に実施し、第6段

階で学習者 とカリキュラム自体をそれぞれ評価し、最初

に戻 って無限ループを繰 り返すことにより進化する時宜

にかなったカリキYラ ムが行われることになると言うも

のです、、なるほど、、。

次いで、太平洋側はこの時期冬型の良い天気のことが

多く、頭を雲の上に出し白い帽子をかぶった富士山が常

に窓外にあり、明け方一瞬の赤富士に接することもでき、

冥土の土産が一つ増えました。夕映えの大雪山も美しい

のですがこの時期見える頻度が少ないのが残念です。最

後に、日野原重明先生、私の40年 以上の大先輩なのです

が、小1時 間セ ミナーをされ、立ちづめにもかかわらず

全 くスキが無 く、小さいお体が大きく見えてしまいまし

た。

磁融幽 鯉 隔 灘騨
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